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■
入
学
課

『
入
学
生
募
集
！
』

　
２
０
１
９
年
度
後
期
生

通
信
教
育
部

事
務
局
よ
り

通
信
教
育
部

事
務
局
よ
り

通
信
教
育
部

事
務
局
よ
り

（
10
月
入
学
）を
募
集
し
ま

す
。募
集
期
間
は
、７
月
10

日
㈬
〜
10
月
31
日
㈭
で
す
。

　
通
信
教
育
部
で
は
、よ
り

良
い
学
修
環
境
の
整
備
に
力

を
入
れ
て
お
り
、２
０
１
９

年
度
は
５
０
０
講
座
を
超
え

る
ス
ク
ー
リ
ン
グ
、メ
デ
ィ

ア
授
業
は
約
90
講
座
を
開
講

し
て
い
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、よ
り
早
く
新
着
情
報

を
更
新
す
る
な
ど
の
有
効
利

用
に
努
め
て
い
ま
す
。在
学

生
は
、ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か

ら
科
目
修
得
試
験
・
ス
ク
ー

リ
ン
グ
の
申
込
を
は
じ
め
、

各
自
の
履
修
登
録
・
リ
ポ
ー

ト
提
出
・
成
績
の
状
況
が
確

認
で
き
、そ
の
便
利
さ
を
感

じ
ら
れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
知
り
合
い
の

中
に
、働
き
な
が
ら
学
べ
る

大
学
を
探
し
て
い
る
方
、資

格
取
得
や
生
涯
学
習
と
し
て

学
び
た
い
と
考
え
て
い
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

是
非
、皆
さ
ん
の
経
験
し
た

日
本
大
学
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
や
通
信
教
育
部
の
魅

力
を
教
え
て
い
た
だ
き
、本

学
へ
の
入
学
を
勧
め
て
い
た

だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
入
学
の
ご
相
談
は
、入
学

説
明
会
の
ほ
か
、全
国
の
学

習
セ
ン
タ
ー
や
学
事
相
談
会

で
も
行
っ
て
い
ま
す
。開
催

日
時
や
会
場
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

　
通
信
教
育
部
で
は
、昼
間

ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
メ
イ
ン
と

し
た
高
校
生
向
け
資
料
も
用

意
し
て
お
り
ま
す
。高
校
に

勤
務
さ
れ
て
い
る
先
生
方
、

ま
た
高
校
の
先
生
を
ご
紹
介

い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、通
信
教

育
部
入
学
課
ま
で
ご
連
絡
く

通
信
教
育
部

校
友
会
よ
り

通
信
教
育
部

校
友
会
よ
り

通
信
教
育
部

校
友
会
よ
り

《「
会
報
96
号
」

  

原
稿
依
頼
》

　
令
和
２
年
１
月
１
日
発
行

の
会
報
96
号
の
原
稿
に
つ
い

て
は
、各
支
部
、ブ
ロ
ッ
ク
の

行
事
予
定
及
び
活
動
報
告
、

春
秋
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
賞

者
、支
部
活
動
の
貢
献
者
等

の
校
友
紹
介
、本
部
及
び
事

務
局
に
対
す
る
提
案
、エ
ッ

セ
イ
、旅
行
記
そ
の
他
何
で

も
結
構
で
す
。
10
月
28
日

（
月
）ま
で
に
校
友
会
事
務
局

あ
て
に
お
送
り
下
さ
い
。

　
た
だ
し
、原
稿
は
次
の
事

項
に
留
意
し
て
ご
提
出
願
い

ま
す
。

⑴
校
友
会
指
定
の
原
稿
用
紙

　
を
使
用
す
る
か
、ワ
ー
プ

　
ロ
ソ
フ
ト
の
場
合
は
縦
書

き「
11
文
字
」と
す
る
。

⑵
数
字
及
び
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

　
ト
は
１
マ
ス
に
２
つ
書
き

　
入
れ
る
。

×

十
二
月
三
十
一
日

○
12
月
31
日

⑶
時
間
は
24
時
間
表
記
。

⑷
曜
日
は
１
マ
ス
。㈰  

㈪

⑸
校
友
紹
介
の
原
稿
に
は
顔

　
写
真
を
添
付
願
い
ま
す
。

㊟
ご
寄
稿
の
原
稿
は
、忠

　
実
に
記
載
す
る
よ
う
心
掛

　
け
て
お
り
ま
す
が
、会
報

　
の
公
共
性
、紙
面
構
成（
割

　
付
）の
都
合
等
に
よ
り
原

　
稿
の
趣
旨
へ
の
影
響
を
考

　
慮
し
な
が
ら
訂
正
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ

　
い
。

《
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
総
会
報
告
》

報
告
書
は
次
の
事
項
に
従

い
ご
提
出
下
さ
い
。ご
提
出

い
た
だ
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
及
び

支
部
に
は
助
成
金
を
支
給
し

ま
す
。

　
提
出
資
料
は
、次
の
３
点
で

す
。

⑴
開
催
報
告
書

　
前
項
の
条
件
を
遵
守
し
、６

　
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て
下

　
さ
い
。

⑵
集
合
写
真
１
枚（
手
札
判
・

　
印
画
紙
プ
リ
ン
ト
の
み
）

⑶
郵
便
振
替
用
紙（
払
込
取

　
扱
票
）。但
し
、口
座
番
号
・

　
加
入
者
名
を
明
記
の
こ
と
。

㊟
ブ
ロ
ッ
ク
助
成
金
３
万
円

支
部
助
成
金（
支
部
総
会

補
助
金
）　
　  

３
万
円

《
会
報
発
送
補
助
費
に
つ
い
て
》

　
通
信
教
育
部
校
友
会
報
を

支
部
の
方
々
に
発
送
し
た
際

は
、左
記
の
書
類
を
揃
え
て
、

校
友
会
事
務
局
に
ご
申
請
下

さ
い
。１
部
に
つ
き
80
円
の
補

助
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
会
報
発
送
補
助
費
申
請
書

②
発
送
代
金
の
領
収
書
の
コ

　
ピ
ー

③
郵
便
振
替
用
紙（
払
込
取

　
扱
票
）。但
し
、口
座
番
号
・

加
入
者
名
を
明
記
の
こ

と
。

《
事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ
》

〈
住
所
変
更
に
つ
い
て
の
お
願
い
〉

　
校
友
会
報
の
発
送
、総
会

の
案
内
状
発
送
等
に
必
要
で

す
の
で
、引
越
等
で
住
所
が
変

更
に
な
っ
た
場
合
は
、な
る
べ

く
早
く
校
友
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

　
尚
、校
友
会
事
務
局
の
受

付
日
時
は
、毎
週
月
・
火
・
木
・

金
曜
日（
祝
祭
日
は
除
く
）10

時
か
ら
18
時
ま
で
で
す
。ま
た

上
京
の
節
は
、事
務
局
に
是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
８
月
17
日
㈯
よ
り
25
日
㈰

ま
で
は
夏
季
休
暇
、
12
月
28

日
㈯
よ
り
令
和
２
年
１
月
７

日
㈫
ま
で
は
冬
季
休
暇
の
予

定
で
す
。

だ
さ
い
。資
料
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

■
教
務
課

『
３
月
卒
業
』

　
平
成
30
年
度
３
月
卒
業

式
が
、３
月
25
日
㈪
に
日
本

武
道
館
で
行
わ
れ
、通
信
教

育
部
か
ら
は
３
７
８
名
の
学

生
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　
卒
業
式
終
了
後
、通
信
教

育
部
校
舎
で
の
学
位
記
伝
達

式
に
引
続
き
、ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
で
卒
業

祝
賀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
祝
賀
会
は
、鈴
木
勝

通
信
教
育
部
校
友
会
会
長

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、

乾
杯
が
行
わ
れ
、盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

『
在
学
生
数
』

　
５
月
１
日
現
在
で
の
在
学

生
は
、７
２
８
３
名
で
す
。

学
修
支
援
セ
ン
タ
ー

　
平
成
28
年
４
月
に
設
置
し

て
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
。１
５
０
０
件
を
超
え
る

窓
口
や
電
話
、郵
送
で
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
、内
容
は

学
習
の
仕
方
、本
人
に
合
っ

た
学
修
方
法
、教
職
希
望
者

の
履
修
科
目
、修
得
単
位
の

確
認
な
ど
が
中
心
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
不
安
や
不
明

な
点
を
解
決
す
る
窓
口
と
し

て
、学
生
み
な
さ
ん
の
学
修

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
行
き
ま

す
。

■
研
究
事
務
課

『
研
究
紀
要
』の
発
行

　
平
成
31
年
３
月
、通
信
教

育
研
究
所
か
ら『
研
究
紀
要
』

第
32
号
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。

■
教
職
員
人
事

退
任（
31
・
３
・
31
）

　
　
通
信
教
育
部
長
　  

　
　
　
　
　     

関
　
正
晴

任
命（
31
・
４
・
１
）

  

通
信
教
育
部
長

　
　
　
　
　
　  

川
又
　
祐

本
　
　
店

下
関
市
南
部
町
二
六
の
一
六

〒
750-

0006

電
話   

〇
八
三-

二
三
一-

八
八
一
七

　
　       

電
話   

〇
八
三-

二
二
二-

二
二
七
〇

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ   

〇
八
三-

二
二
三-

六
六
〇
〇

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長

取
締
役
会
長

吉

　村

　益

　吉

　
　
特
急
は
ん
や
有
限
会
社

〒
747-

0341

山
口
県
山
口
市
徳
地
引
谷
七
九
九

　
　
　
　
　

〇
八
三-

五
五
六-

〇
七
三
六

　
　
　
　
　
携
帯
〇
九
〇-

一
三
三
二-

〇
五
二
四

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
幹
事
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

山
口
県
支
部
顧
問

    

村

　田

　義

　和

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（33）

〒
251-

0872

神
奈
川
県
藤
沢
市
立
石
二-

五-

七

携
帯  

〇
九
〇-

二
一
八
〇-

二
八
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
六
六-

八
二-

七
五
〇
五

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
幹
事
長
（
幹
事
長
代
理
）

日
台
親
善
桜
蘭
会  

事
務
局
長

　
日
本
大
学
通
信
教
育
部
文

理
学
部
哲
学
専
攻
４
年
、佐

藤
菜
月
と
申
し
ま
す
。通
信
教

育
部
で
学
び
な
が
ら
、小
説
等

の
執
筆
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。今
回
は
、大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
大
好
き
な
母

校
、日
本
大
学
通
信
教
育
部
の

校
友
会
の
会
報
に
、日
大
通
信

の
学
生
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
載
せ
て
い
た
だ

け
る
機
会
を
賜
り
ま
し
て
、大

変
光
栄
で
す
。

　
私
は
２
０
１
３
年
に
日
大
通

信
に
入
学
し
ま
し
た
。最
初
の

入
学
金
は
夏
休
み
の
短
期
ア

ル
バ
イ
ト
で
用
意
し
た
の
で
す

が
、そ
の
翌
年
に
商
業
デ

ビ
ュ
ー
作『
天
使
は
、二
度
泣

く
。』（
２
０
１
４
年
、Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
／
ア
ス
キ
ー
・
メ

デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス
）を
出
版
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
て
、そ
の
後
は
当
分
そ
の
収

入
で
学
費
を
払
い
続
け
、学
び

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
学
業
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
暇

な
し
の
生
活
で
し
た
が
、今
年

に
は
最
新
刊『
あ
な
た
の
恋
、

や
り
直
し
ま
す
。江
ノ
島
恋
愛

レ
ン
タ
ル
店
』（
２
０
１
９
年
、

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）を
出
版

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。お

陰
さ
ま
で
勉
学
も
捗
っ
て
お
り

ま
す
。現
在
も
執
筆
活
動
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。

　
日
大
通
信
に
は
、通
信
制
と

い
う
特
徴
ゆ
え
で
し
ょ
う
、本

当
に
多
様
な
学
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。今
ま
で
も
何
人

も
執
筆
活
動
を
さ
れ
て
い
る

先
輩
方
が
お
ら
れ
た
と
伺
っ
て

い
ま
す
。お
仕
事
を
さ
れ
な
が

ら
通
っ
て
い
る
社
会
人
学
生
の

方
、定
年
退
職
を
迎
え
再
び
学

び
直
し
に
来
た
方
、強
い
意
志

と
意
欲
あ
る
若
い
方
、経
済
的

事
情
や
身
体
的
事
情
の
あ
る

中
で
学
び
に
来
ら
れ
て
い
る

方
、地
方
に
お
住
ま
い
で
粘
り

強
く
学
修
を
続
け
て
い
る
方
、

な
ど
な
ど…

…

。私
自
身
、日

大
通
信
に
来
て
、「
い
つ
だ
っ
て
、

ど
こ
だ
っ
て
、だ
れ
だ
っ
て
、学

び
た
い
と
思
っ
た
ら
学
ん
で
い

い
ん
だ
」と
目
か
ら
う
ろ
こ
が

落
ち
ま
し
た
。

　
私
は
高
校
卒
業
後
す
ぐ
に

入
学
し
た
大
学
を
一
度
中
退
し

て
お
り
、そ
の
時
の
自
分
に
対

し
て
の
失
望
は
大
き
く
、日
大

通
信
に
来
る
前
は
よ
く
も
悪

く
も
自
身
を
特
別
視
し
て
し

ま
う
き
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。

小
説
を
書
い
て
い
る
と
い
う
の

も
自
意
識
の
過
剰
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、日

大
通
信
で
い
ろ
い
ろ
な
方
に
出

会
っ
て
、か
か
わ
っ
て
い
く
に
つ

れ
、学
ん
で
い
く
に
つ
れ
、そ

の
よ
う
な
思
い
は
い
つ
の
ま
に

か
消
え
て
お
り
ま
し
た
。日
大

通
信
に
入
る
前
の
視
野
の
狭

か
っ
た
自
分
に
、「
世
界
は
そ
ん

な
に
狭
く
な
い
か
ら
大
丈
夫

だ
よ
」と
声
を
か
け
て
あ
げ
た

い
。

　
日
大
通
信
で
学
ぶ
み
な
さ

ま
は
、今
日
も
そ
れ
ぞ
れ
頑
張

り
な
が
ら
、み
な
学
業
を
頑

張
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。私
に
と
っ
て
そ
れ
は
小
説

を
書
く
こ
と
で
す
。小
説
を
書

い
て
い
る
が
ゆ
え
に
、ど
う
に

か
こ
う
に
か
、通
信
で
勉
強
で

き
て
お
り
ま
す
。私
も
こ
れ
か

ら
も
、日
大
通
信
の
み
な
さ
ん

同
様
、頑
張
り
続
け
た
い
で
す
。

　
筆
名
は「
柳（
や
な
ぎ
）な

つ
き
」と
申
し
ま
す
。書
店
等

で
名
前
を
お
見
か
け
し
た
ら
、

日
大
通
信
の
仲
間
と
し
て
、応

援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
！
　
日
大
通
信
の
み
な
さ

ん
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。最
後
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、先
生
方
、先
輩

方
、関
係
者
の
み
な
さ
ま
。い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

佐
藤

　菜
月

（
文
理
学
部
哲
学
専
攻
）

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

監
査

東
京
都
支
部  

顧
問
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友
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　関
東
ブ
ロ
ッ
ク
顧
問
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部
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富
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平
成
30
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、栃
木
県
支
部
所

属
の
川
又
健
一
さ
ん
が「
旭
日
双
光
章
」を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　
　略

　歴

　
昭
和
39
年
３
月
　
日
本
大
学
通
信
教
育
部

　
　
　
　
　
　
　  

経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

同

54
年
４
月
　
真
岡
市
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　  （
以
降
５
期
在
任
）

平
成
30
年
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月

旭
日
双
光
章（
地
方
自
治
功
労
）

　
平
成
30
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、栃
木
県
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部
所

属
の
川
又
健
一
さ
ん
が「
旭
日
双
光
章
」を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　
　略

　歴

　
昭
和
39
年
３
月
　
日
本
大
学
通
信
教
育
部

　
　
　
　
　
　
　  

経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

同

54
年
４
月
　
真
岡
市
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　  （
以
降
５
期
在
任
）

平
成
30
年
11
月
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双
光
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「
旭
日
双
光
章
」
受
章
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　川
又
健
一
さ
ん
（
栃
木
県
支
部
）

■開催日時■令和２年１月18日（土）
　　　　　　受付14：30～（予定）
　　　　　　新年会15：00～18：00（予定）
■会　　場■日本大学桜門会館４階（桜ホール）

新年会のお知らせ新年会のお知らせ新年会のお知らせ

※JR市ヶ谷駅徒歩１分

※詳細が決まり次第、ホームページで告知します。
http://www.nudld-koyukai.sakura.ne.jp/wp/

通
信
教
育
部
に
学
び
な
が
ら

通
信
教
育
部
に
学
び
な
が
ら

ホームカミングデーホームカミングデーホームカミングデー
開催予定 令和元年11月３日（日）／日本大学通信教育部１号館




